
「測量」シラバス 
 

 

 学科 みらい創造工学科  学年 １年  類型   組      ６組  単位数 ２ 

 使用教科書 測量（実教出版） 

 副教材等                   

 

 

１ 学習の到達目標 

 

 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分

野における工業技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成するこ

とを目指す。 

① 距離測量により、測量器械・器具の使用方法や名称を理解するとともに、関連する技術を身に 

付けるようにする。 

② 角測量、トラバース測量により、ある地点の座標位置が求められることを理解するとともに、 

技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

 

 

２ 学習評価 

次の三つの観点に基づき、各学期ともに定期考査までの学習内容のまとまりごとに、下記の評価項

目により評価をする。学年末において、観点別評価を５段階の評定に総括する。 

 

知識・技能 

・測量について実際の土木工事を踏まえて理解するとともに、

関連する技術を身に付けているか。 

⑷⑸⑹⑺⑻ 

 思考・判断・表現 

・測量に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基

づき工業技術の進展に対応し解決する力を身に付けているか。 

⑷⑸⑹⑺⑻ 

 主体的に学習に 

取り組む態度 

・安全かつ安心な社会基盤を整備する力の向上を目指して自ら

学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付

けているか。 

⑴⑵⑶ 

評価方法 主な評価項目 

授業態度等 ⑴真剣な学習態度 ⑵グループ学習への参加 ⑶発表態度や質問の回答 

提出物 ⑷ノート ⑸学習プリント ⑹長期休業中の課題 

テスト ⑺小テスト ⑻定期考査 

  

  

  

  

  

 



３ 学習の計画 

 

学期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 
評価 

項目 

一 

 

学 

 

期 

１ 測量を学ぶにあたって 

 

 

２ 距離測量 

 

３ 角測量 

 

４ トラバース測量 

 

５ 水準測量 

・科目「測量」の導入部分であるから、生徒が十分興味を 

もって学習に入れるように、身近な実例などを取り入れて 

学習する。 

・測量の分類や方法、使用器械・器具を知る。 

 

・方位角の計算は重要であるから、その基礎である幾何学

的な証明を十分に理解させた上で、計算方法について理解

する。 

 

二 

 

学 

 

期 

６ 面積及び体積 

 

 

７ 基準点測量 

 

・数学的な原理をよく理解する。 

・境界で囲まれた土地の面積を計算する方法について、理 

解する。 

・基本測量および公共測量の基準点測量について、その体 

系を理解する。 

・偏心測量を行うことの必要性や偏心計算の意味を理解す

る。 

 

 

 

⑹ 

三 

 

学 

 

期 

８ 地形測量 

 

９ 写真測量 

 

10 測量技術の応用と自然 

災害 

・国土地理院発行の地図とその縮尺について理解する。 

・等高線の性質や地形図を理解する。 

・写真測量の概要ならびに長所・短所などを理解する。 

・リモートセンシングの原理について理解する。 

・GISを自然災害対策に応用した実例の紹介を通じて、GIS

の防災への応用を理解する。 

 

 

⑹ 

 

備考 ⑴⑵⑶⑷⑸⑺⑻については、全ての単元において評価項目として用いる。 


